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教 科 書 教科担任

学 習 上 の 留 意 点

木谷　隆太郎

１．目　　　標
人間としてのあり方生き方について理解と思索を深めさせるとともに、人格の形成に努め
る実践的な意欲を高め、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

２．学習の到達目標
他者存在への敬意を前提とした、継続的で終わりのない自己の人格形成の必要性を、自
分なりに受容することが理解できる。

３．学習内容と学習上の留意点

予定授業時数 学 習 内 容

１
　
学
　
期

24 時間

第１編　現代に生きる自己の課題

第２編　人間としての自覚と生き方

・人生における哲学

・人生における宗教

・人生の智慧

※期末考査

・難しい概念も丁寧にかみ砕いて説明する。

・青年期の課題と自己形成 ・授業⇒復習のサイクルを大切にする。

・ICT機器を駆使する。

・課題ごとに、自分事として捉えられるように工
夫する。
・思考力・判断力・表現力を高める授業になる
ように工夫をする。

・科目教科横断的授業を常に意識する。

２
　
学
　
期

26 時間

第３編　現代社会と倫理

第４編　国際社会に生きる日本人の自覚

※期末考査

・難しい概念も丁寧にかみ砕いて説明する。

・現代の倫理的課題 ・授業⇒復習のサイクルを大切にする。

・現代に生きる人間の倫理 ・ICT機器を駆使する。

・課題ごとに、自分事として捉えられるように工
夫する。

・日本の風土と伝統
・思考力・判断力・表現力を高める授業になる
ように工夫をする。

・外来文化の受容と日本人の自覚 ・科目教科横断的授業を常に意識する。

第５編　現代の諸課題と倫理

・思考力・判断力・表現力を高める授業になる
ように工夫をする。

・難しい概念も丁寧にかみ砕いて説明する。

・生命の倫理 ・授業⇒復習のサイクルを大切にする。

・科目教科横断的授業を常に意識する。

・開発と環境の倫理

・家族と地域社会の倫理 ・ICT機器を駆使する。

・年間に４回ほどの定期考査とノート提出を行う。

５．評価の観点・方法

・定期考査、授業への出席状況、ノート等の提出状況、学習意欲などを総合的に判断する。

４．学習者への注意

・年間を通し、生徒の興味・関心の実態に応じて、取り扱う単元の順序や内容を変更する場合がある。

・教科書、ノートを使用するので毎回用意すること。

３
　
学
　
期

20 時間

※学年末考査

・課題ごとに、自分事として捉えられるように工
夫する。

・情報社会とグローバル化社会における倫理

・人類福祉と国際平和のための倫理


